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S-Netポータル略史

• 2005.8 ウェブ情報検索サービス立ち上げ

• 2006.8 標本データベース公開

• 2009.12 デザインリニューアル
• 2010.6 研究員・学芸員データベース公開

• 2014.4 ウェブ情報検索サービス終了

• 2018.4 新S-Netシステムの公開
• 2022.4 システムの更新
–新システム公開後の要望・保留事項対応



2018.4 更新の概要
üシステムの全面的な見直し

üデータ形式の刷新：項目の大幅増加

üエクセルファイルでのデータ受付

üインターフェース刷新（ファセット機能等）

üデータセット・機関のデータ公開

ü機関での絞り込み検索

üパーマネントリンクの提供

ü埋め込み検索フォーム



新しいインターフェース

• ファセットによる絞り込みを提供



2022.4 システム更新の概要
üデザイン見直し：配色・ロゴのリニューアル

ü使い勝手向上：有無検索・一括ダウンロード

üデータ項目追加（一部のみ）

üアクセント記号つき文字のサポート強化

üデータセットの一括ダウンロード

üWeb APIの強化
üセキュリティ強化（HTTPS対応）



デザインの見直し

• 配色の変更、スマホ表示の改善
• ロゴのリニューアル



2018,2022 参加館を意識した機能
üデータ形式の刷新 [18, 22]
üエクセルファイルでのデータ受付 [18]
üアクセント記号つき文字のサポート強化 [22]
ü変換・チェックツール類の充実 [18, 22]
ü機関・データセットの情報公開 [18]
ü機関での絞り込み検索 [18]
üパーマリンクの提供 [18]
ü埋め込み検索フォーム [18]
üデータセットの一括ダウンロード [22]



データ形式の刷新

• TDWG版ダーウィン・コア準拠
• GBIFのオカレンスデータ形式＋α
–日本語項目・独自項目・非公開項目
–独自項目は「メッシュコード」のみ

• 2022年度の更新では数項目の追加
– GRSciColl対応
–ジャパンサーチ公開フラグ

現在の項目数：178項目
他に欲しい項目があれば提案ください



データ準備における機能強化

• アクセント記号つきアルファベット（é、üなど）
の多くが種名等で利用可能に

–学名の著者が文字化けしない
–ファイルの文字コードに気をつける（UTF-8など）

• エクセルファイルでのデータ提供が可能に
• 変換ツールでのアクセント記号サポート・
チェック強化



• 各館・データセットごとの情報が見られるように

機関・データセットの情報公開



機関での絞り込み検索

ここをクリックして

検索したい機関を
選択



データセットの一括ダウンロード

• 公開ページに追加
–非公開項目はダウンロードできない



データベースから
デジタルアーカイブへ

デジタルアーカイブ＝様々なデジタル情報資源を収集・
保存・提供する仕組みの総体

（「デジタルアーカイブの構築・共有・活用ガイドライン）

標本・資料にとどまらないデジタル化
新しい切り口での活用の促進

新博物館法におけるデジタルアーカイブの記述
第三条 博物館は、前条第一項に規定する目的を達成するため、おおむね次に
掲げる事業を行う。
（略）
三 博物館資料に係る電磁的記録を作成し、公開すること。

（データの公共化・バーチャルで楽しむ博物館 等）



デジタル化の目的

• 館内での利用
–資産目録
–所在確認・貸借管理
–展示での活用および電子展示

• 館外からの利用
–他館の所蔵標本調査
–研究利用
–商用利用
–趣味としての利用

館が所蔵している標本・
資料を効率よく管理できる

非公開の標本・資料のデー

タにアクセスできる

データを様々な形で
自由に利用できる



パーマリンク（固定アドレス）の提供

https://science-net.kahaku.go.jp/dataset/313



パーマリンクの提供：標本
• 機関コード・コレクションコード・標本番号

https://science-net.kahaku.go.jp/record/NSMT/I-L/1

• データベース内部での番号
https://science-net.kahaku.go.jp/specimen/4459773

• UUID
https://science-net.kahaku.go.jp/id/5af17ff3-b694-4c65-a5bd-
06861cb3f775

→わかりやすい。ただ変更可能性あり

→S-Netシステムの中では半永久的

→GBIFに登録する標本のIDとしても利用



機関とデータセットのパーマリンク
• 機関：コードによる表現

https://science-net.kahaku.go.jp/record/NSMT

• 機関：内部での番号
https://science-net.kahaku.go.jp/institution/443

• データセット：内部での番号
https://science-net.kahaku.go.jp/dataset/313



機関を指定してS-Netへリンク

ここをクリックして

検索したい機関を
選択

https://science-net.kahaku.go.jp?dic=機関コード
へリンクする



検索フォームの提供
• 任意のページへの埋め込みが可能

• 自館のデータベースのように使える

<form action="https://science-net.kahaku.go.jp/s/specimen/" 
method="get">

<input type="text" maxlength="30" name="kw" value="" />
<input type="submit" name="search" value="検索” />
<input type="hidden" name="ic" value="NSMT” />
<input type="hidden" name="sf" value="1” />

</form>



簡単なデモページ

機関の固定ページ

機関を指定したリンク

埋め込み検索フォーム



簡単なデモページ
<!DOCTYPE html>
<html lang="ja">

<head>
<meta charset="UTF-8" />
<title>科博（動物）の公開データ</title>

</head>
<body>

<h1>科博（動物）の公開データ</h1>
<h2>科博（動物）について</h2>
<p>

<a href="https://science-net.kahaku.go.jp/record/NSMT">S-Netの機関詳細ページへ</a>
</p>
<h2>科博（動物）の標本検索：ポータル利用</h2>
<p>

<a href="https://science-net.kahaku.go.jp?dic=NSMT">S-Netポータルで検索</a>
</p>
<h2>科博（動物）の標本検索：フォーム利用</h2>
<p>

<form action="https://science-net.kahaku.go.jp/s/specimen/" method="get">
<input type="text" maxlength="30" name="kw" value="" />
<input type="submit" name="search" value="検索" />
<input type="hidden" name="ic" value="NSMT" />
<input type="hidden" name="sf" value="1" />

</form>
</p>

</body>
</html>



各参加館の
データ

サイエンス

ミュージアム
ネット
（S-Net）

ジャパン
サーチ

地球規模
生物多様性
情報機構

(GBIF)



GBIFポータルサイト

https://www.gbif.org/ja/



日本語項目
（S-Netのみ）

S-Net形式

英語項目

GBIFによる追加

S-Netウェブサイト GBIFへの公開ページ
（IPT）

GBIFポータル

データの流れ



GBIFによる追加

• データの補完
–在データ・国名コード・日付等

• 分類群の「名寄せ」
– GBIFの分類データベース（GBIF Backbone 

Taxonomy）に沿って配置
• 問題点や主な補完箇所の情報を保存
–データ入力の問題点
–分類学上の問題点 など



GBIFシステムで検出された誤記

https://www.gbif.org/ja/occurrence/1934345652

2012-01-12（開始）/2011-02-08（終了）
終了日の年が間違っている！



GBIFの「問題とフラグ」を確認する



「問題とフラグ」を確認するには

1. GBIFポータルウェブサイトで検索する
（多くは日本語化されている）

2. GBIFからデータセットをダウンロードして
「issues」列をチェックする
– Darwin Core Archive形式（ZIPファイル）で取得

• occurrence.txt – GBIFが加工したデータ
• verbatim.txt –出版時のデータ

– データのダウンロードにはユーザ登録が必要
–問題とフラグの内容は日本語化されていない



GBIFで採用されている種名を確認

https://www.gbif.org/tools/species-lookup

Species Name Matching（英語版のみ）



GBIFで採用されている種名を確認

1. 標本データファイルから種名の列を抜き出し
たファイルを作成する

2. 一行目の見出しを「scientificName」として、
UTF-8のCSV形式で保存

3. GBIFのSpecies Name Matchingページに行き、
「DROP HERE」と書いてある円にファイルをド
ロップ

4. 学名がGBIFで採用されているものとどの程
度違うのかが返ってくる

https://www.gbif.org/tools/species-lookup



今日お伝えしたこと

• 機関から見た機能の追加状況
• データ発信におけるS-Netの機能の利用
• データ準備におけるGBIFシステムの利用


